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お祝いの言葉 
 

本日ここに、学校法人 国際学園 星槎大学の入学式が挙行されるにあたり、

星槎大学発祥の地であります北海道芦別市より、市議会を代表しまして一言

お祝いの言葉を申し上げます。 

新入学生の皆さん、入学おめでとうございます。心からお慶び申し上げます。 

 また、星槎大学におかれましては、共に生きることを科学する日本で唯一の

共生科学部を礎に、常に発展的な学校運営に力を注いでおられますことに対

しまして、深く敬意を表する次第であります。 

 さて、入学されました皆さんは、将来の夢を実現するため、大きな希望を胸

に抱き、入学式に臨んでおられると思います。 

 皆さんが学ばれるこの星槎大学は、建学の精神の下、「人を認める」「人を排

除しない」「仲間を作る」という三つの約束を基本に、教育理念の「人と人、

そして人と自然との共生する社会の創造に貢献する」を目指し、また、「２１

世紀を創造する広く深い知の涵養」、「共生する心の耕作」、「課題研究能力の育

成」、「インクルージョン教育に基づいた社会実践を担い、社会変革を目指す人

材の養成」を教育目的とする『誰でも、いつでも、どこでも学べる大学』です。 

 現在の国際社会の情勢は、主義思想や人種・民族、宗教あるいは国家間の対

立が激化、日本国内の状況では、社会環境の変化による人と人との繋がりの希

薄化、社会的孤立が進み、また、地球の自然環境を見ますと、温暖化による異

常気象からくる被害など、私たちを取り巻く環境は決して良いものとは言え

ず、星槎大学の建学の精神にあります、「人と人、そして人と自然が共生する

社会の創造に貢献すること」が、今の私たちに求められているものだと思って

おります。 

 皆さんには、これからの学生生活を送る中で、星槎大学の基本理念に沿って

多くの事を習得され、知識と教養を身に付け豊かな心を持った学生として成

長されますよう、ご期待を申し上げる次第であります。 

結びに、星槎グループ宮澤会長をはじめ、西村学長・教職員の皆様、さらに

は関係各位のご労苦に対しまして、深く敬意と感謝の意を表しますとともに、

星槎グループ並びに星槎大学が今後ますます発展されますことをご祈念申し

上げまして、お祝いの言葉といたします。 

 

           令和７年４月１２日  

芦別市議会議長 大 鎌 光 純 

 









 

祝辞 

 

 

春色が日ごとに変わる昨今、 

星槎大学と星槎大学大学院修士課程・博士課程の新入生の皆さん、ご入学おめでとうござい

ます。 

皆さんは、多くの選択をし、そして行動し、この学び舎の門を叩きました。 

人生の中で、学べる環境があることは非常に価値のあることだと思います。 

本学での学びをきっかけとして、多くの仲間と交流し、議論を深めることで、豊かな学生生活

を送ってください。 

 

星槎大学大学院校友会（同窓会）も皆さんの挑戦を応援しています。 

皆さん一人一人の学びが、実りあるものになりますことをお祈りし、これをもって祝辞とさせて

いただきます。 

 

 

令和七年四月吉日 

 

星槎大学・大学院 校友会 

会長 荻野貴美子 

 





お祝い 

 

学校法人 国際学園 星槎大学  

 学長 西村 哲雄 様 

 

星槎大学入学式の挙行おめでとうございます。 

栄ある貴大学のご発展を心よりお慶び申し上げます。 

新入生の皆様のご入学を、全国の大学通信教育にかかわる教職員と

学生とともにお祝い申し上げます。 

 

 

公益財団法人 私立大学通信教育協会 

 会 長 小原 芳明 

 理事長 高橋 陽一 
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21世紀の4分の1が過ぎようとしています。 

20世紀が終わる頃、21世紀は20世紀とは違う、新しい地球的視野の広がる
世界が始まる、と胸をときめかせていたことを思い出します。 

残念ながら、地球の上は今混乱状態。 

未だに国境線を挟んで、戦争や経済摩擦に明け暮れています。 

でも、大きな視野に立てばわかるように、世界の人々は、たくさんの国と
繋がりを持ったグローバルな時代に生きています。大きな企業の多くが多
国籍企業であることからも、国境の意味が20世紀とは全く違うものになっ
ていることは確かです。 

「国家間の問題を戦争という手段で解決しない」ことを憲法で約束した日
本は、第二次大戦が終わった時から、21世紀的な社会を目指していたので
はないでしょうか？ 

今こそ日本だから出来るやり方で世界の平和を実現することができるは
ず。そう、思うとなんとなく、胸がワクワクします。 

これから未来探しを始めるみなさん、ぜひ新しい世界のために、自分が出
来ることを見つけて下さい。 

一緒にワクワクしましょう。   
 
 

 
加藤登紀子 

 






